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 令和２年度HOBIA 通常総会についてのご報告 

令和２年度通常総会書面回答協力へのお礼 

                                  理事長 北野邦尋 

 既にお知らせしました様に、6月5日の令和2年度HOBIA 通常総会については、新型コロナ

ウイルス感染症の蔓延リスク回避の観点から、やむを得ず、大部分の会員の皆様には、出席を要

しない書面での表決を行って頂くことと致しました。通常総会開催に先立って、皆様には議案書

と表決権行使書、表決委任状をお送りし、各議案の承認の賛否の表決賛否もしくは表決委任状の

事前送付をお願いいたしましたところ、急な依頼にも関わらず、多くの方々から事前にご回答を

頂戴することが出来ました。皆様のご理解とご協力に対し、改めてお礼を申し上げます。 

 6 月 5日当日には、開催場所を北大百年記念会館大会議室から当協会の事務局を置く北海道産

学官協働センターの小会議室に移し、理事長と副理事長2名の参加の下、皆様からお送り頂いた

表決権行使書、表決委任状に基づき、第1号議案から第4号議案までの審議を行い、各議案とも

に、承認を頂くこととなりました。 

 

新型コロナウイルス感染症については、緊急事態の終了が宣言され、徐々に、以前の社会活動

のレベルに戻りつつあるものの、未だに新規感染者の報告も続いております。皆様には、どうぞ

ご自愛のうえお過ごしください。 

  

 

 ２月例会の報告 

『精密農業と大豆の高付加価値化』 

株式会社イソップアグリシステム システムサプライ  代表取締役社長 門 脇 武 一 氏 

 

本州の大学を卒業後 NEC での勤務を経て、家庭の事情で故郷に帰ることになり、前職の経験

を生かして IT 企業である株式会社システムサプライを設立した。当初から地元の重要な産業であ

る農業との融合を考えていて、IT を活用して農業を高度化する事業のために農業生産法人株式会

社イソップアグリシステムを設立した。だが、農産品の出口となる製品を考えたときに食品を開



 2

発する必要性を感じ、食品の製造・販売をする企業、株式会社イソップフーズを設立するに至っ

た。現在は、持続可能な農業めざして情報技術と農業の融合を計り、環境保全、工程管理、品質

管理など科学的に意思決定できる農業を目指す「イソップコリドール」と言うコンセプト名称で

事業を進めている。 

具体的な事業としては、システムサプライにおいてはプロバイダー事業や地域の自治体データ

センター事業、情報化コンサルティングなどの IT 企業らしい事業も行っているが、クラウド型精

密農業情報システムを構築して、ISO22000 に準拠した食品製造を可能とする原料農産物の生

産や環境保全を支援するシステムの販売、経営戦略情報の提供などを行っている。 

イソップアグリシステムにおいては、実際の圃場における農産物の栽培管理や営農支援などを

行っており、近年提唱されているスマート農業の嚆矢と言えるシステムを構築している。特に、

モデル事業的なものとして、大豆を核にしたフードクラスターの形成を手がけていて、原料大豆

の生産から中間加工製品の開発など、最終製品である食品の製造を見通してイソップフーズの事

業につなげている。 

イソップフーズにおいては、イソップアグリシステムが製造した中間原料である微細大豆粉な

どを販売している。また、独自開発商品としては、地元で栽培された大豆と植物系素材（大豆酢・

ひまわり油）を主原料として、フレッシュでクリーミーなマヨネーズ様の大豆ソース「大豆まる

ごとフレッシュソース」を製造・販売している。このほかにも、大豆まるごとスティックケーキ

や大豆のみを原料とした醸造酢なども製造している。 

以上のように、IT を活用して農業を高度化する精密農業を組織化することに取り組んでおり、

直営農場で40haの大豆農場、協力農場は大豆で200haと小麦で100haを運営している。ま

た、医農工連携による付加価創造や、値持続可能な地域経済社会のデザインをテーマとしたフォ

ーラムを毎年開催しており、道内道外を問わずに新たな知識の導入にも取り組んでいる。道内の

多くの食品の製造者とも協力関係を確立しており、地域での農業を核としたクラスターを広げて

行きたいと考えている。 

 

 令和２年度HOBIA の活動について 
副理事長 浅野行蔵 

 感染拡大のリスクを抑えるため、集会や移動を控える生活が続きそうです。HOBIA の活動は、

講演会、セミナー、会議、情報交流会など「密」な環境を伴った活動が主になっていました。本

年度は、セミナーなどもより広い会場を設定しての活動ができるように変更を進めてまいります。

リモートでのセミナーの開催も進めてまいります。 

 感染症もバイオの知識があるとより効率的に予防ができます。HOBIA メンバーは、肉眼では見

えないからといって慌てる会員はおられないでしょう。怖がりすぎず、必要な予防を実施するこ

とで本年を乗り切りましょう。 
 

HOBIＡのホームページ http://www.hobia.jp 
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